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第１章 はじめに 

１ 条例の制定について 

病気や障がいなどのある親の代わりに家事やきょうだいの世話をしたり、親や祖父母など身近な人の心理

面のサポートや介護などの援助を引き受けたりしている１８歳未満の子どもたちを「ヤング（若い）ケアラ

ー（世話をする人）」といいます。 

 北海道が実施したヤングケアラーの実態調査では、小学高学年の 4.7％、中学２年生の 3.9％、高校２年

生（全日制）の 3.0％がヤングケアラーであり、大学生の 13.2％にケアの経験があることが分かりました。

そして、そのうちの８割が誰にも相談したことがない状況にあることも明らかになっています。 

 その要因として、家族のケア等が家庭内のデリケートな問題であるため「家族で何とかしなければならな

い」と考え他人に相談しなかったり、困っていても当たり前のこととして受け入れ、「ヤングケアラー」と

いう自覚がなかったりしていることで適切な支援につながりにくいことが挙げられます。 

 このようなヤングケアラーのうち、ケアが日常的であったり、⾧時間に及んでいたりする場合があり、成

⾧期の子どもたちが年齢や成⾧の度合いに見合わない重い責任や負担を担うことで、心身の健やかな発達や

教育に悪影響を及ぼしかねません。 全ての子どもたちが、過度な負担を負うことなく、子どもの権利が確

保され、貴重な成⾧期を健全に過ごしていけるよう、市民全体の認知度を高めることで、社会全体でヤング

ケアラーとその家族に気づき、見守り、ひとりにしない環境づくりを進めるとともに、必要な支援体制を構

築する必要があります。 

 このため、ヤングケアラーの支援に関し基本理念を定め、市、保護者、市民等、関係機関及び学校の責務

を明らかにするとともに、市の施策の基本となる事項を定めることにより、ヤングケアラー及びその家族を

支援するための施策を総合的に推進するため、苫小牧市ヤングケアラー支援条例（以下「条例」とします。）

を制定します。 

 

＜コラム１＞ヤングケアラー経験のある支援者からのメッセージ 

   

  支援者としてまず知っておくべきことは、当事者の気持ちは、その状況を経験してきた当事者

にしか分からないということ、反対に、当事者側も、支援者などの大人の気持ちは分からない

ということを認識することが重要です。 

  その両者がお互いに分かりあうには、「傷つけた」「傷つけられた」でおしまいではなく、傷つ

けてしまったことが分かった時、「傷つけてしまってごめんね、でももっと君のことを分かり

たいから、なぜ傷ついたか教えてくれないかな」などと、「分からない」けれど「分かりたい」

と言う気持ちをもって諦めないことが大事で、続けて話を聴くことからお互いが理解し合える

関係が生まれるのでなないでしょうか。 

（出典：ヤングケアラー支援に係るアセスメントツール等の使い方ガイドブック） 
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２ ガイドラインの目的 

子どもの権利・利益が守られ子どもらしい暮らしを確保するために、ヤングケアラーの支援は多職種が
連携して支援を行うとともに、地域も含めて一体的にヤングケアラーとその家族の見守りや支援をするこ
とが重要です。 

ヤングケアラーの支援に関するガイドラインを作成し、身近な支援者である関係機関及び学校の共通理
解を図ることで、ヤングケアラーの視点に立った見守りや、世帯の状況に応じた適切な方法・内容により
支援が行われることを目的とします。 

３ ヤングケアラー支援に求められること 

  児童虐待の場合は法令上においても即時の介入が求められます。 

 子どもがヤングケアラーの状態におかれていて、なおかつ児童虐待と判断できるケースもありますが、 
そうではない場合、個人情報保護の観点を踏まえ、即時の対応は難しいことがあります。 

その場合、周囲の大人ができることは、次のことがあげられます。 

 

 
 

 子どもに選択肢を提示したとしても、子どもが素直に支援ニーズを他の人に伝えられない場合もありま
す。また、仮に必要な支援につながったとしても、子どもの気持ちに十分に寄り添うことができていな
いと、子どもに心の傷を残してしまう場合があります。 

 
 
 
 

「子どものために行ったことが、かえって子どもを傷つけてしまった」という悲しいことが起

きないよう、『子どもが何を大切にし、何を希望しているか』を第一に考え、各種ツール等によ

り丁寧にアセスメントしていくことが求められます。 

 

  

①子どもにとっての選択肢を増やすこと 
②子どもが素直な気持ちを表出できる関係を持った人が子どものそばにいる環境を作ること 
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第２章 ヤングケアラーについて 

子どもが家事や家族の世話をすることは、家庭内での役割としてこれまでも一般的に行われてきたことで
あり、子どもの年齢や成熟度にあった家族のケア、お手伝いは子どもの思いやりや責任感などをはぐくむな
どの良い面もあります。一方で、子どもの年齢や成熟度に見合わない重すぎる責任や作業など、過度な負担
が続くと子ども自身の心身の健康が保持・増進されない、学習面の遅れや進学に影響が出る、社会性発達の
制限、就労への影響などが出てくることが報告されています。 

１ ヤングケアラーの捉え方 

◇条例においてはヤングケアラーを幅広く規定していますが、本ガイドラインでは、一般的なお手伝いと
区別する視点から、ヤングケアラーを「本来大人が担うと想定されるような家事や家族の世話などを日
常的に行っていることで負担を抱える 18 歳未満の子ども」とします。 

◇ただ、それらの状況に当てはまるかどうかで「ヤングケアラー」であると判断することを求めるもので
はなく、将来的に負担を抱えるかもしれないといった広い視野を持ち、いち早く気づき、早めに支援を
検討する（見守る）という条例の定義の観点も含めて本ガイドラインを活用していただけることを期待
しています。 

◇私たちが大切にしたいのは、ヤングケアラーであると思われる子どもを見逃すことなく把握し、いずれ
かの機関が子ども本人からしっかりと話を聞いた上で、その子どもや家族がおかれている状況を理解
し、それらを踏まえて関係する全ての機関が必要な支援を具体的に検討することが重要であると考えて
います。 

◇こども家庭庁は、ヤングケアラーの具体例を以下のように紹介しています。 

(1) ヤングケアラーはどんなことをしているか 

（出典：こども家庭庁ホームページ）     
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(2) ヤングケアラーと関係の深い子どもの権利 

◇ヤングケアラーと思われる子どもを見逃すことなく把握するには、子どもが日常的にどのような状況で
生活を送っているかという視点とともに、子どもの権利条約に定められた権利が侵害されている可能性
がないとかという視点も重要です。 

◇子どもの権利条約では様々な子どもの権利が定められており、その中でもヤングケアラーと関係が深い
ものとして、「教育を受ける権利」をはじめとして、「休み、遊ぶ権利」「意見を表す権利」「健康・医療
への権利」などが挙げられます。 

◇子どもの権利が侵害されているのではないか、権利の侵害まで至らなくとも支援を必要としているので
はないか、と感じる場合はそのまま見過ごすことをせず、まずは、その子どもやその子どもがケアして
いる対象者の状況をよく確認してみてください。 

その際は、客観的な状況のみならず、子どもの内面にも気を配る必要があります。 

 

子どもの権利条約のうち、ヤングケアラーと関係の深い子どもの権利 

 

（出典：公益財団法人日本ユニセフ協会ホームページ）             
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(3) ヤングケアラーのことを理解していくために 

◇ヤングケアラーに対して支援を行う際は、ヤングケアラーがおかれている状況が様々であることを念頭に
置き、可能な限りの情報を収集した上で、本人や家族の意思を踏まえた支援を行うことが望まれます。 

◇本人のことを気にかけ、心を開くまで寄り添い、タイミングをみて話を聴くなどして本人を支えることが
大事になります。 

◇ヤングケアラーのことをよりよく理解するために、厚生労働省の子ども・子育て支援推進調査研究事業で
作成の「多機関・多職種連携によるヤングケアラー支援マニュアル」では、次のとおり理解するためのヒ
ントを紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ヤングケアラーは、成⾧や発達の途中でケアを担うため、年齢に合わない過度な負担を子ど
も時代に負った場合、その後の人生にまで影響を受けることがある。 

 子どもは自分の家庭しか知らずに育つことが多く、客観的な視点も持ちにくいことから、自
分の担う家庭内役割が他と異なることに気づきにくく、現在の状況が当たり前だと感じてい
ることが少なくない。 

 本人や家族に自覚がない状態では自分からサポートを求めることも難しい。 

 家庭のことを知られたくないと思っていることも多い。家族に病気や障がいを抱えた人がい
ることを恥ずかしいと捉えている場合や口止めされている場合もあり、家庭のことは隠すべ
きものと思っていることもある。 

 本人としてはケアをしたくないわけではなく、負担になっていても大切な家族のために自分
からケアをしたいという想いがあることも少なくない。ケアすることを否定されると自分が
してきたことを否定されたように思ってしまうこともある。 

 ケアをしている状況について可哀想と憐れまれることを嫌がる場合もある。家族をケアする
ことで優しくなる、責任感が芽生える等の良い面もあり、単純に悪いことだと思われたくな
い。 

 ケアを受けている家族を悪く言われたくないと感じている場合も多く、ヤングケアラーの役
割を子どもに担わせている理由で家族が責められることで本人も傷つく可能性がある。 

 信頼できる大人はいないと思っていることもある。大人に助けられた経験が少なく、人に頼
ろう、相談しようという発想がない場合もある。 

 家族が時間的、精神的に余裕がないことも多く、本人は話を聞いてもらう機会が少ない場合
もある。 

 大人の役割を担うことで他の子どもと話が合わないことや大人びていることがあり、また、
現実的に遊ぶ時間がないこともあって、孤独を感じやすい。 
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(4)ヤングケアラーとの信頼関係を築くポイント 

◇ヤングケアラーが抱える悩みや今後どうしていきたいのかという意思を聴くためには、ヤングケアラーに
関わる支援機関が彼らと信頼関係を構築し、自ら悩みを安心して話せるような「信頼できる大人」になる
ことが必要です。 

●（あいさつをすることからスタート）定期的に会って、何気ない会話を重ねる。 

●時間をとって、じっくり話を聴く。根気強く話を聴く。 

●信頼関係ができるまでは、すぐにアドバイスをしない。 

●いつでも、どんなことでも相談して良いと伝え続ける。 

（「埼玉県におけるヤングケアラー支援スタートブック」より抜粋） 

＜コラム２＞元ヤングケアラーの声 

   

  父親が精神疾患を持っていたが、それを支えることが自分の使命であり、人生だった。皆からも
父を支えてやれと言われていて、頑張っていた。そこに先生がやってきて、「君はヤングケアラー
だからそこまで頑張らなくていい」と言われたら否定されたように感じる。 

  （家族ことを聞かれた際に、）「私が口を開く事で、母が死にたいと言ったり、大ごとになったり
するのではないか。根掘り葉掘り聞かれてそのまま答えて状況が悪化したらどうしよう」と思って
いた。 

  家族は自分が生きている場所であり大切な存在である。 

  自分は中学生の時は人間不信で、手を差し伸べられても、どうせわかってもらえないと思ってい
たため、聞かれても「何でもない」と答えていた。ヤングケアラーであるこどもの中には、自分の
心を開いたら傷ついたという経験がある子どもも少なくないと思う。 

  母が発病した時、異変に気付いて声をかけてくれた先生がいた。だが、その先生に話したことが
すべて児童相談所に伝わっていて、親が児童相談所から呼ばれた事があった。信頼していた先生に
裏切られたと感じ、大人への不信感を持った。 

  私は小学生の時に児童相談所に預けられ、親が病院に入るという環境になった。子どもとしては
それが当たり前の環境だったので正常なのか異常なのかが分かっていなかった。家族と分断され、
状況が分からないまま時間が過ぎていった。子どもであった私のことは置き去りのまま、支援が進
んでいった。 

  家族のケアは子どもらしくいたい気持ちを抑えながらしているので、大人側からポジティブな面
を聞かれると、「あなたさえ、いい子で居たら丸く収まるんだ」というプレッシャーになり、余計
に心を閉ざしてしまうように思う。 

  関係が築けている人が聞くかどうかであり、関係がない人から聞かれたらやはり反発する。何で
答えないといけないのか、答える事で誰かが家に入ってくるのではないか、これ以上ぐちゃぐちゃ
しないでくれ、とも思う。 

（出典：ヤングケアラー支援に係るアセスメントツール等の使い方ガイドブック） 
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第３章 ヤングケアラーの支援について 

ヤングケアラーは、家庭内のデリケートな問題であることなどから表面化しにくい構造でありながら、
福祉、介護、医療、学校、関係機関における研修等は十分ではなく、地方自治体での現状把握も不十分で
あることが指摘されています。そのため、本市においては、事実確認票（本市独自様式）を活用してヤン
グケアラーの個々の状況を把握するとともに、ヤングケアラー及びその家族の意向なども考慮した上でア
セスメントを実施し、見守りや必要な支援を行っていきます。 
 なお、ヤングケアラー本人が支援を必要としないと表明している場合でも、子どもの権利が守られてい
るかという視点を考慮して総合的に判断する必要があります。 

１ ヤングケアラー支援を検討する際に求められる情報 

◇ヤングケアラーである子どもが抱える問題は、家族が抱える様々な課題が関係し合い、複合化しやすい
という特徴があります。そのため、子どもがヤングケアラーの状態に置かれている背景を把握し、子ど
もの負担を少しでも軽減していくためには、 

子どものみならず、家族全体を捉える視点が重要です。 

◇ただし、支援者の視点では必要と思われたとしても、 

子どもや家族が支援を望まない場合があります。 

ヤングケアラー支援を考えていく際には、家族の情報や子どもが担う家庭内の役割のほかに、子どもや家

族の気持ち・意思を十分確認することが望まれます。 

 

（出典：ヤングケアラー支援にかかるアセスメントツール等の使い方ガイドブック）        
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２ ヤングケアラー支援の流れ 

 表に出づらいという特徴があるヤングケアラーにおいては、子ども又は家族と接点を持つ機関等がその
可能性に気付けるようにしておくことが重要です。普段から「ヤングケアラーがいるかもしれない」とい
う意識を持つことが求められます。 
 【機関別のフロー図は第５章（18 ﾍﾟｰｼﾞを）ご参照ください。】 
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３ ヤングケアラーを把握するためのアセスメントに必要な視点 

ヤングケアラーへの支援は、子ども自身と問題点やニーズを共有し、どうしていくかを一緒に考え、解
決していくものであり、そこが命の安全確保が最優先である被虐待児への対応と大きく異なる点です。 

(1) 子どもがサポートしている状況や内容はどうか 

 
 

入浴介助や排せつの介助、ケアを必要とする人の身体を持ち上げるなどの身体的介護、ケアの相

手の生命に関わるケアや感情面のサポートなどは、子どもにとって身体的・精神的な負担が大き

く、子どもが行うには「不適切なケア」と考えられ、支援の緊急度は高くなります。 

 

(2) 子ども本人の認識や意向はどうか 

 

  

 ヤングケアラーであることが確認された場合は、「子どもがサポートしている相手」と「子ど
も自身がサポートに費やしている時間」を確認します。 

 子どもが自身の能力で対応できる「責任のそれほど重くないサポート」を行っている場合で
も、サポートをするのに費やす時間の⾧さによっては子どもの生活が制限される「過度なケ
ア」となっていることがあります。 

 ヤングケアラーへの支援においては、子どもにとってどのような状況が望ましいかについ
て、子どもと一緒に考え、子ども自身の理解・納得を得ながら支援につなげていくことが重
要です。 

 子ども自身がヤングケアラーであることを認識していない、家族のケアにやりがいを感じて
いる場合もあります。客観的な立場から子どもの様子・状況を確認した上で、子ども自身が
ヤングケアラーであることをどうしたいと思っているかを把握することが必要です。 

 また、子どものメンタル面の状況を踏まえ、家族の状況をサポートしていることを誰かに話
せているか、子どもが相談できる人、理解してくれると思える相手がいるかを確認してくだ
さい。 

【第６章各種ツール（21 ﾍﾟｰｼﾞ～）をご活用ください。】 
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４ ヤングケアラーへの支援の必要性の判断と支援方針の検討 

家族のケアやお手伝いをすること自体は本来素晴らしい行為ですが、過度な負担により学業などに支障が生
じたり、子どもらしい生活が送れなかったりすることが課題となります。一方で、「ヤングケアラー＝悪いこ
と」や、家族介護が単に望ましくなく一律に解消されるべき問題であるといった価値観に基づくメッセージとな
らないよう留意する必要があります。 

(1) 支援の必要性の判断 

アセスメントの結果、ヤングケアラーの子どもの権利侵害がみられる場合には、その状況を改善し、子
ども自身の権利を回復するための支援が必要となります。子どものどのような権利が侵害されているか、
それをどのような状況に変えていくかについて、子どもの置かれている状況や子どもの意向・希望を踏ま
えて一緒に考え、支援の方針を確認します。また、権利が侵害されていたことによる子ども自身への影響
についても確認し、子どもに対する支援の必要性についても検討する必要があります。 
 

 
 
                【支援の必要性・緊急性の判断】 

（出典：ヤングケアラーの早期発見・ニーズ把握に関するガイドライン） 

(2) 支援方針の検討 

  ヤングケアラーへの支援は、子どもの権利を回復するための支援ではありますが、本来担うべき大人
が担えていないことが課題であるため、家事援助サービスや訪問看護といった高齢・障がい福祉等のサ
ービスにつないでいくことが必要であり、児童福祉に限定されない多様な機関との連携が不可欠です。
支援方針・支援計画はそれらの機関を含めた体制で実施することが重要です。 

  ヤングケアラーを対象とした支援は、ヘルパー派遣やピアサポートなどの事業の利用だけでなく、ヤ
ングケアラー本人に寄り添い、話を聴き、見守るということ自体も大切な支援と考えられます。ヤング
ケアラーと接点のある大人が声掛けを続けながら、話しやすい、素直な気持ちを伝えやすい雰囲気づく
りを心掛けることも大切です。 
 

   なお、ヤングケアラーを 18 歳未満の者と定義していますが、18 歳を超えた場合であっても、一律に
対象外とせず、これまで関わってきた家庭については切れ目なく担当部署に繋げるようにする必要があ
ります。 
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第４章 連携支援の在り方について 

北海道が実施した実態調査によると、「誰にも相談したことがない」との回答が８割近くを占めました。
家庭内のデリケートな問題は「他人に知られたくない」といった性質上、相談窓口につながりにくいという
傾向があることに加え、相談窓口や負担を軽減できるサービスなどが知られていない場合があることなどが
考えられます。こうした課題を踏まえ、周囲がヤングケアラーにいち早く気付くことができる体制や、自発
的な相談がしやすい環境づくりが必要であり、個々の世帯状況に応じて関係機関が適切に連携しながら支援
を行うことが求められます。 

１ 連携体制 

◇ ヤングケアラーに係る問題は、家族が抱える様々な課題が関係し合い、複合化しやすい特徴がありま
す。例えば、精神障がいを抱える母、その母親を支える小学生の子ども、同居する母方祖母は祖父の介
護があり母を十分に助けられないという場合があります。 

◇ その場合、母親に関しては精神障がいを担当する障がい福祉部門、祖父の介護については高齢福祉部
門、子どもは所属する学校など、様々な機関・部署が関わっていくことになります。ただ、現実的には
それぞれが個別に支援を行う可能性があり、多方面の課題を包括して把握し、支援する取組が必要で
す。 

◇ ヤングケアラー支援は、ケア対象者（被介護者）の支援とケアを担う子どもの支援を一体的に行う必
要があることから、高齢分野、障がい分野、児童分野、生活困窮分野、教育分野など地域の多機関が属
性や世代を超え、協働して世帯への支援を実施する『重層的支援体制』の構築が望まれます。 

◇ 具体的な支援にあたっては、総合的なアセスメントを通して対応する機関や部署が既存の支援を組み
合わせながらケースごとにカスタマイズしていくことが求められます。 

 
 

各機関・部署が相互に重なり合いながら、それぞれの所掌

範囲から少し視野を広げ、それぞれの立場の中でできるこ

とは何かを考え、地域全体として当事者に寄り添い、伴走

する支援体制を作り上げていくことが必要となります。 

２ 連携支援の心構え 

ヤングケアラーが抱える悩みや負担は、その年齢や家族環境、ケアを必要とする家族の状態などによっ
て様々であり、課題が複合化しやすい特徴があります。支援にあたっては、複数の機関・部署が横断的に
関わっていくことが必要となり、状況に応じた個別の対応や多様な支援の組み合わせが求められることか
ら、関係機関等による連携が非常に重要となります。なお、厚生労働省「多機関・多職種連携によるヤン
グケアラー支援マニュアル」の「連携支援十箇条」（次ページ参照）が参考になります。 
 

（出典：ヤングケアラーの早期発見・ニーズ把握に 

関するガイドライン案） 
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   連携支援十か条 

 

＜コラム３＞ヤングケアラーであるこどもやその家族と外部の関わりの例 

   

 

 

 

 

 

 

  

  

     

一 ヤングケアラーが生じる背景を理解し、家族を責めることなく、家族全体が支援を必要と
していることを各機関が理解すること 

二 緊急の場合を除いて、ヤングケアラー本人抜きで性急に家庭に支援を入れようとすること
はせず、本人の意思を尊重して支援を進めることが重要であることを各機関が理解すること 

三 ヤングケアラー本人や家族の想いを第一に考え、本人や家族が希望する支援は何か、利用
しやすい支援は何かを、各機関が協力して検討すること 

四 支援開始から切れ目なく、ヤングケアラー本人や家族の負担になるような状況確認が重複
することもなく支援が包括的に行われることを目指すこと 

五 支援を主体的に進める者は誰か、押しつけ合いをせずに明らかにすること 

六 支援を進める者（機関）連携体制において協力する者（機関）も、すべての者（機関）が
問題を自分事として捉えること 

七  各機関や職種は、それぞれの役割、専門性、視点が異なることを理解し、共通目標に向か
って協力し合うこと 

八 既存の制度やサービスで対応できない場合においても、インフォーマルな手段を含め、あ
らゆる方法を模索するとともに、必要な支援や体制の構築に向けて協力すること 

九 ヤングケアラー本人や家族が支援を望まない場合でも、意思決定のためのサポートを忘れ
ずに本人や家族を気にかけ、寄り添うことが重要であることを各機関が理解すること 

十 円滑に効果的に連携した支援を行う事ができるよう、日頃から顔の見える関係作りを意識
すること 

（出典：ヤングケアラー支援に係るアセスメントツール等の使い方ガイドブック） 
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３ 主な関係機関の役割 

(1) 子どもに関わる分野 

児童福祉分野 
 関係機関  こども相談課、児童相談所、児童家庭支援センター 
    
 役  割  子どもに関する様々な問題について、家庭その他からの相談に対応す

るほか、関係機関とともに状況を把握し、福祉サービスにつなげる  

教育・保育分野 
 関係機関  学校、教育委員会、保育所、幼稚園、認定こども園 
    
 役  割  本人と接する時間が⾧く、ヤングケアラーの発見・把握で重要な役割

を持つ  

地 域 関 係 者  
 関係機関  児童クラブ、放課後等児童デイ、民生児童委員、こども食堂ほか 
    
 役  割  近な場所で家族（ヤングケアラーを含む）を支える役割を担うととも

に、適切な遊びの場や生活の場、地域交流の場を提供する 

(2) ケア対象者に関わる分野 

障がい福祉分野 
 関係機関  障がい福祉課、障がい者相談支援事業所など 
    
 役  割  障がいに関する相談に対応し、必要な情報の提供や福祉サービスの利

用支援等を行う  

高齢者福祉分野 
 関係機関  介護福祉課、地域包括センター、居宅介護支援事業所など 
    
 役  割  高齢者に関する相談に対応し、介護サービスの利用調整や家族状況の

把握等 
 

その他の保健・ 

福 祉 分 野 

 関係機関  健康支援課、生活支援室、こども支援課ほか 
    
 役  割  家族の健康支援、生活保護、ひとり親家庭等に関する相談に対応し、

必要に応じて関係機関との情報共有や連携した支援を行う  

医 療 分 野 
 関係機関  病院、診療所、訪問看護ステーション 
    
 役  割  ケア対象者や子ども本人への医療的ケアを行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苫小牧市におけるヤングケアラーの把握・支援体制イメージ 
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(3) 分野別の支援体制 

 
 

＜コラム４＞初期対応のポイント 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（多機関・多職種によるヤングケアラー支援マニュアルより抜粋） 
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第５章 ヤングケアラーから相談を受けた・気付いた際の対応 

(1) 学校関係者のフロー 

 

 
  ヤ ン グ ケ ア ラ ー が い る 世 帯 

学 校 

イメージ 
※今後、関係先と調整して枠組みを構築します。 
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(2) 保健・福祉・医療関係者のフロー 

 

  ヤ ン グ ケ ア ラ ー が い る 世 帯 

イメージ 

保健・福祉・医療関係 

※今後、関係先と調整して枠組みを構築します。 
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 (3) 地域・子ども関連団体等の関係者のフロー 

 

  ヤ ン グ ケ ア ラ ー が い る 世 帯 

イメージ 

地域・子ども関連 

※今後、関係先と調整して枠組みを構築します。 
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第６章 各種ツール 

ヤングケアラーに気付くきっかけの例 

（出典：多機関・多職種連携によるヤングケアラー支援マニュアル）  
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ヤングケアラー気付きツール（こども向け） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：ヤングケアラー支援に係るアセスメントツール等の使い方ガイドブック） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【目的】 
こども本人との接点の中
で、ヤングケアラー支援
が必要となる可能性を確
認する視点を示し、ヤン
グケアラーに早めに気づ
けるようにする。（必要
に応じヤングケアラーア
セスメントツールの利用
につなげる） 

【使用場面例】 
こどもとの接点のある大
人（分野問わず）がこど
もとの会話の中などで確
認する。 

【目的】 
「ヤングケアラー気づき
ツール（こども向け）」
では、次の視点及び項目
でこどもの状況を確認す
ることを目指す。 
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ヤングケアラー気付きツール（大人向け） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：ヤングケアラー支援に係るアセスメントツール等の使い方ガイドブック）  

 

  

【目的】 
家族（ケアの受け手）へ
の支援の中で、ヤングケ
アラー支援が必要となる
可能性を確認する視点を
示し、ヤングケアラーに
早めに気づけるようにす
る。 

【使用場面例】 
家族（ケアの受け手）へ
の支援などで客観的にこ
どもの状態を見聞きしう
る立場の大人が確認す
る。 

【目的】 
「ヤングケアラー気づき
ツール（大人向け）」で
は、次の視点及び項目で
こどもの状況を確認す
る。 
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ヤングケアラーアセスメントツール 

 各種ツールの位置付け

ヤングケアラー気づきツール 
（こども向け） 

ヤングケアラー気づきツール 
（大人向け） 

ヤングケアラーアセスメントツール 

【目的】 
こどもと接点のある大人
が、こどもとの信頼関係
を構築するための会話の
視点を示すこと。ひいて
は、こどものそばに、こ
どもが素直な気持ち（ニ
ーズ等）を話せる大人が
いる環境を作る。 

【使用場面例】 
こどもと接点のある大人
（分野問わず）がこども
との会話の中などで確認
する。 
（学校の場合、教育相談
の際、定期的な相談の場
面、保健室での相談場
面、スクールソーシャル
ワーカー等との面談時等
で活用） 

こどもの状況に早めに気付
けるようにする 

信頼関係の構築を目指す 
(必要に応じ支援につなげる) 



苫小牧市ヤングケアラー支援ガイドライン [作成者名] 
 

 

 25 / 31   

 

   

（出典：ヤングケアラー支援に係るアセスメントツール等の使い方ガイドブック） 
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ケース別のサービス提供例 

  
（出典：ヤングケアラー支援に係るアセスメントツール等の使い方ガイドブック） 
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事例から支援の流れを学ぶ（参考事例） 

 



苫小牧市ヤングケアラー支援ガイドライン [作成者名] 
 

 

 28 / 31   

 

 

  【要保護児童対策地域協議会とは】 
通称「要対協」とも呼ばれ、虐待を受けている子どもを始めとする支援対象児童等の早期発見や適切な
保護を図るため、児童福祉法に基づき設置しています。支援対象の児童及び保護者に関する情報交換や
支援内容の協議を行うための、関係機関等のネットワークであり、参加者には守秘義務が課されます。 
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巻末資料 苫小牧市ヤングケアラー支援条例 

  



 

 

 

 

【問合せ先】 

 苫小牧市健康こども部こども相談課 

 〒053-0045 
 苫小牧市双葉町３丁目７番２号 
 苫小牧市こども相談センター内 

 TEL 0144-32-6369 
 FAX 0144-34-4777 
 e-mail:kodomosodan@city.tomakomai.hokkaido.jp 


